
や　　　ま　　　ぐ　　　ち（1）　平成28年３月１日 第２７２号

　

こ
の
交
流
集
会
は
各
支

部
間
の
交
流
を
深
め
、
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
初
参
加
５

人
、
組
合
未
加
入
者
１
人

と
、
輪
が
少
し
広
が
り
ま

し
た
。

　

田
中
青
年
部
長
の
始
球

式
で
は
じ
ま
り
、
そ
の
後

８
レ
ー
ン
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
ス
ト

ラ
イ
ク
あ
り
、
ガ
タ
ー
あ

り
と
参
加
者
は
楽
し
そ
う

に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
ス
コ
ア

の
事
前
設
定
の
順
位
に
基

づ
き
６
人
の
抽
選

と
な
り
、
猶
慎
一

郎
さ
ん
（
美
祢
・

37
）
が
当
選
。
特

賞
の
イ
ン
パ
ク
ト

ド
ラ
イ
バ
ー
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
仲
間
の
輪
を

広
げ
る
」
こ
と
を

最
重
点
と
し
、
今

年
一
年
の
青
年
部

活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
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関心を高めるために丁寧に道具の説明

家の造りを確認しながら

14 支部から 34 人が参加

初めての体験でみんな満足

重い “かけや” を使って子供たちで組み上げ

　

国
土
交
通
省
は
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の

健
全
化
及
び
消
費
者
が

安
心
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
う
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
を
図
る
た
め
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
団
体
登
録
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、

全
建
総
連
も
全
建
総
連

の
組
合
員
を
会
員
と
す

る
全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー

ム
協
会
（
全
リ
協
）
を

設
立
。

　

建
設
山
口
で
は
、
会

員
登
録
を
進
め
て
い
く

た
め
、
県
下
３
会
場
で

入
会
募
集
説
明
会
及
び

義
務
講
習
Ａ
を
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
本
部
又

は
お
入
り
の
支
部
ま
で
。
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３
月
６
日
㈰

下
関
会
場 

【
場
所
】 

海
峡
メ
ッ
セ

８
階
８
０
１

大
会
議
室

 　
　
　

 

３
月
13
日
㈰

【
場
所
】 

道
の
駅
ソ
レ
ー

ネ
周
南
研
修

交
流
室

 　
　
　

 

３
月
20
日
㈰

【
場
所
】 

建
設
山
口
本
部

会
館

※ 

時
間
は
い
ず
れ
の
会
場

も
９
時
30
分
～
12
時

周
南
会
場 

山
口
会
場 

■
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

正
確
な
賃
金
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
、

賃
金
の
引
き
上
げ
の
運

動
の
原
点
で
あ
り
、
今

後
の
運
動
の
方
向
を
探

る
上
か
ら
も
、
た
い
へ

ん
重
要
な
意
義
を
も
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
全

組
合
員
を
対
象
に
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
票
は
３

月
の
初
旬
に
各
支
部
に

送
付
し
、
保
険
証
の
交

換
等
を
利
用
し
て
調
査

を
行
い
ま
す
。

まぎらわしい
資格にご注意をまぎらわしい
資格にご注意を

▼
建
設
業
法

に
基
づ
く
施

工
管
理
技
士

等
の
技
術
検

定
の
試
験
の

実
施
は
、
国

土
交
通
大
臣

か
ら
「
指
定

試
験
機
関
」

と
し
て
指
定

を
受
け
た
団

体
の
み
が
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
近
年
、
ま
ぎ
ら
わ
し

い
名
前
や
団
体
、
国
家

資
格
に
似
せ
た
称
号
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害

が
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
指
定
機
関
か

ら
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
や
電
話
に
よ
る
勧
誘

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

ど
の
よ
う
な
資
格
な
の

か
確
認
を
取
る
よ
う
御

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
も
し
御
不
明
な
点
や

疑
問
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
本
部
ま
た
は

お
入
り
の
支
部
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
楽
し
く

入
会
募
集
説
明
会
・
義
務
講
習
Ａ
の
開
催

木
育
事
業　

学
校
教
育
で

環
境
に
役
立
つ
木

　

建
設
山
口
は
「
木
の
家
等
推
進
協
議
会
」
と
連

携
し
、
木
育
事
業
（
小
学
生
を
対
象
と
し
た
木
材

利
用
に
関
す
る
体
験
教
育
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
は
９
月
の
下
松
市
に
続
き
、
11

月
に
光
市
、
今
年
１
月
に
は
宇
部
市
の
小
学
校
で

実
施
。
光
支
部
・
宇
部
支
部
の
役
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
木
の
良
さ
・
人
と
木
や
森
と
の
関
わ
り
と
と

も
に
、木
に
触
れ
、つ
く
る
楽
し
さ
も
伝
え
ま
し
た
。

光市立上島田小 宇部市立恩田小
光支部 宇部支部

　

宇
部
会
場
は
、
１
月
18

日
、
９
時
30
分
か
ら
宇
部

市
立
恩
田
小
学
校
で
実
施

し
ま
し
た
。
対
象
は
４
年

生
１
０
５
人
。
①
木
と
人

の
生
活
関
わ
り
②
木
組
み

体
験
③
カ
ン
ナ
削
り
体
験

④
丸
太
切
り
体
験
の
４
つ

　

光
会
場
は
、11
月
10
日
、

13
時
30
分
～
15
時
30
分
ま

で
の
２
時
間
、
光
市
立
上

島
田
小
学
校
で
実
施
し
ま

し
た
。
対
象
は
６
年
生
18

人
。
①
木
と
人
の
生
活
関

わ
り
②
木
組
み
体
験
③
カ

ン
ナ
削
り
体
験
④
丸
太
切

を
準
備
し
ま
し
た
。

　

指
導
員
は
宇
部
支
部
か

ら
橋
本
晴
夫
支
部
住
宅
対

策
部
長
ほ
か
５
人
。
は
じ

め
に
パ
ネ
ル
を
利
用
し
、

木
の
良
さ
を
伝
え
、
早
速

体
験
に
入
り
ま
し
た
。

　

人
数
が
多
い
た
め
、
全

体
を
３
班
に
分
け
、
２
時

限
（
９
時
30
分
～
10
時
15

り
体
験
の
４
つ
を
準
備
。

特
に
カ
ン
ナ
体
験
で
は
、

「
箸
」
を
カ
ン
ナ
で
削
り
、

持
ち
帰
り
が
で
き
る
よ

う
、
工
夫
し
ま
し
た
。

　

指
導
員
は
光
支
部
か
ら

近
崎
秀
幸
支
部
長
ほ
か
５

人
。
は
じ
め
に
木
造
住
宅

や
木
を
伐
採
す
る
利
点
や

道
具
の
使
い
方
を
説
明
し

分
）、
３
時
限
（
10
時
35

分
～
11
時
20
分
）、
４
時

限
（
11
時
25
分
～
12
時
10

分
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

木
組
み
コ
ー
ナ
ー
で
は

10
人
程
度
が
柱
を
自
分
で

持
ち
、
指
導
員
の
指
示
に

従
い
、
順
番
に
組
み
立
て

て
い
き
ま
し
た
。カ
ン
ナ
・

丸
太
切
り
体
験
で
は
、
指

導
員
が
使
い
方
の
見
本
を

示
し
、子
供
た
ち
が
実
演
。

そ
れ
を
休
む
暇
な
く
、
３

回
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
「
ト
ン
ト
ン
ト
ン
」「
カ

ン
カ
ン
カ
ン
」。
み
ん
な

楽
し
そ
う
に
取
り
組
み
、

最
後
に
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
、
子
供

た
ち
の
大
き
な
声
で
終
了

し
ま
し
た
。

た
あ
と
、
６
人
に
分
か
れ

各
体
験
コ
ー
ナ
ー
へ
と
入

り
ま
し
た
。

　

人
数
が
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
各
体
験
と

も
あ
る
程
度
時
間
を
と

り
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
指

導
員
が
子
供
た
ち
に
教
え

て
い
き
ま
し
た
。

　
「
こ
う
や
っ
て
、
道
具

は
持
つ
ん
だ
よ
」「
柱
は

こ
う
や
っ
て
・
・
・
」
と

指
導
員
の
声
。
そ
の
声
に

耳
を
傾
け
、
一
生
懸
命
に

作
業
を
続
け
ま
し
た
。

　

木
は
環
境
に
役
立
つ
こ

と
も
学
ん
だ
子
供
た
ち
。

構
造
も
学
び
、
実
際
に
つ

く
る
体
験
に
「
楽
し
か
っ

た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　建 設 山 口
（山口県建設労働組合）

〒753-0815　山口市維新公園2-1-10
電話　083-925-2277

編集発行　熊　谷　龍　夫
定価　20 円

http://www.kensetsu-yamaguchi.com　info@kensetsu-yamaguchi.com

　

建
設
山
口
青
年
部
は
、

１
月
17
日
、
各
支
部
青
年

部
の
親
睦
を
は
か
る
た

め
、
県
内
交
流
集
会
を
山

口
市
の
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

森
」
に
て
、
14
支
部
34
人

の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し

た
。

（
一
社
）
全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
（
全
リ
協
）

ボウリングで
各支部交流

青年部



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（2）　平成28年３月１日 第２７２号

中
建
国
保
か
ら
の

　大
切
な
お
知
ら
せ

　

昨
年
10
月
以
降
、
お

住
ま
い
の
市
町
村
か
ら

個
人
番
号
の
通
知
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
建
国
保

で
も
被
保
険
者
の
個
人
番

号
を
登
録
・
管
理
す
る
た

め
、
11
月
に
被
保
険
者
の

ご
自
宅
に
「
個
人
番
号
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
お
願

い
」
が
中
建
国
保
本
部
か

ら
直
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
願
い
の
提
出
期

限
は
、
昨
年
末
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
の
回

収
状
況
は
半
数
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
が

ま
だ
の
方
は
、
お
早
め
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
組
合
員
用
個
人
番
号
申

告
書

・
個
人
番
号
を
証
明
す
る

書
類
と
し
て
「
個
人
番
号

通
知
カ
ー
ド
」
の
写
し
を

所
定
の
位
置
に
貼
付
し
ま

す
。

・
身
元
確
認
は
、
中
建
国

保
の
被
保
険
者
証
を
貼
付

し
ま
す
。

・
す
で
に
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
を
取
得
さ
れ
て

い
る
方
は
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
表
面
お
よ
び
裏

面
の
コ
ピ
ー
で
代
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
家
族
被
保
険
者
用
個
人

番
号
申
告
書

・
家
族
の
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
等
を
参
照
し
、
組

合
員
が
家
族
被
保
険
者
の

個
人
番
号
を
申
告
書
に
記

入
し
ま
す
。

・
家
族
被
保
険
者
の
本
人

確
認
（
番
号
確
認
お
よ
び

身
元
確
認
）
は
、
組
合
員

が
行
う
た
め
、
証
明
書
等

の
添
付
は
不
要
で
す
。

・
提
出
時
点
で
中
建
国
保

を
や
め
た
家
族
が
い
る
場

中
建
国
保
本
部
へ

返
信
す
る
も
の

合
は
、
申
告
書
の
対
象
外

に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
番
号

は
記
入
し
な
く
て
構
い
ま

せ
ん
。

　

返
信
の
際
は
、
簡
易
書

留
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
封
の
返
信
用
封
筒
は

料
金
受
取
人
払
い
と
な
っ

て
お
り
、
返
信
に
か
か
る

費
用
は
中
建
国
保
で
負
担

し
ま
す
。

返
信
す
る
時
の
注
意
点

　

建
設
山
口
は
吉
村
執
行

委
員
長
を
先
頭
に
10
人

で
、
昨
年
12
月
21
日
、
自

民
党
の
新
谷
和
彦
県
議
会

議
員
、
同
じ
く
自
民
党
の

吉
田
充
宏
県
議
会
議
員
の

同
席
を
い
た
だ
き
、
山
口

県
へ
の
要
請
行
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
①
建
設
産

業
に
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
③
特
定

健
診
・
保
健
指
導
の
助
成

制
度
④
建
設
産
業
の
担
い

手
確
保
・
育
成
に
向
け
た

制
度
創
設
の
４
項
目
。
県

員
長
が
要
請
書
を
手
渡

し
、「
県
が
後
押
し
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
力
強
い
。

建
設
山
口
50
周
年
記
念
祝

賀
会
に
も
、
土
木
建
築
部

長
に
御
出
席
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
機

に
話
し
合
い
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
理
解
を
求
め

ま
し
た
。

　

要
請
内
容
が
多
い
こ
と

も
あ
り
、
後
日
改
め
て
回

答
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

建
設
山
口
と
し
て
必
要
な

要
請
行
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

側
は
前
田
土
木
建
築
部
長

ほ
か
４
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
吉
村
執
行
委

　

平
成
28
年
度
の
保
険
証

に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年

通
り
お
入
り
の
支
部
（
出

張
所
）
を
経
由
し
て
更
新

し
ま
す
。

　

お
入
り
の
支
部
（
出
張

所
）
か
ら
、
保
険
証
交
換

会
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
新
し

い
保
険
証
へ
の
切
り
替
え

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
一
人

ひ
と
り
の
カ
ー
ド
型
保
険

証
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

全
員
分
の
保
険
証
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
準
備
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の

保
険
証
の
記
載
内
容
に
変

更
が
あ
る
場
合
に
は
、
速

や
か
に
お
入
り
の
支
部

（
出
張
所
）
へ
お
届
け
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た

だ
し
、
お
届
け
に
は
添
付

書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
入
り
の
支
部（
出
張
所
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

12
月
16
日
、
全
建
総
連

中
国
地
方
協
議
会
の
代
表

16
人
が
広
島
国
税
局
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口

か
ら
参
加
の
小

林
書
記
長
が

進
行
役
を
担

当
、
桑
原
副
委

員
長
が
交
渉

団
長
と
し
て
、

要
請
書
を
広
島

国
税
局
の
中
野

総
務
課
長
補

佐
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
広
島
国
税
局
の
中
野

総
務
課
長
補
佐
は
、「
納

税
者
本
人
に

代
わ
り
配
偶

者
な
ど
の
親

族
等
が
申
告

書
等
を
税
務

署
の
窓
口
に
提
出
す
る
場

合
に
は
郵
送
等
の
取
り
扱

い
に
準
じ
て
、
申
告
名
義

人
の
本
人
確
認
を
行
う
。

全
て
の
税
務
署
で
も
同
様

の
対
応
で
あ
る
」「
申
告

書
等
の
税
務
関
係
書
類
に

個
人
番
号
の
記
載
が
義
務

付
け
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

　

そ
の
ほ
か
、「
所
得

３
０
０
万
円
以
下
の
事
業

者
に
対
す
る
記
帳
義
務

化
」「
行
政
指
導
」「
事
業
、

給
与
の
判
断
」

「
取
引
先
へ
の

反
面
調
査
」

「
納
税
者
権
利

憲
章
」
に
対

す
る
要
望
な
ど
、
建
設
職

人
・
労
働
者
の
た
め
の
民

主
的
税
務
行
政
及
び
税
制

の
確
立
に
関
す
る
７
項
目

を
要
請
し
ま
し
た
。

個
人
番
号
の
記
載
が
な
い

こ
と
を
も
っ
て
税
務
署
が

申
告
書
等
を
受
理
し
な
い

こ
と
は
な
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

　
「
所
得
税

の
確
定
申
告

書
の
作
成
に

つ
い
て
、
ポ

イ
ン
ト
を
確

認
し
よ
う
」

と
、
税
金
対

策
部
で
は
、

確
定
申
告
学

習
会
を
開

催
。
１
月
24

日
下
松
（
15

人
）、26
日
山
口
（
16
人
）、

31
日
下
関
（
１
２
３
人
）

の
県
下
３
会
場
に
１
５
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
27
年
分
の
申
告
の
主

な
留
意
点
」「
所
得
税
の

し
く
み
」「
確
定
申
告
書

の
書
き
方
」
な
ど
の
確
定

申
告
に
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
、
建
設
山
口
本
部
の

桑
原
副
委
員
長
、
小
林
書

記
長
、
末
広
税
対
部
長
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
、
午
後
１

時
か
ら
３
時
間
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
、
税
金
特
集

号
記
載
の
例
題
に
沿
っ

て
、
平
成
27
年
分
事
業
所

得
の
計
算
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

特
に
、
説
明
を
聞
く
だ

け
で
は
理
解
し
づ
ら
い
減

価
償
却
の
計
算
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
自
分
で
電
卓

を
た
た
い
て
、
練
習
問
題

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

下関会場は多くの参加者が

交渉に臨む中国地協の代表

吉村委員長（左）が前田土木建築部長へ要請書を手渡す
後列は右から新谷県議、吉田県議

確
定
申
告
へ
向
け

７
項
目
を
要
請

詳
細
は
お
入
り
の
支
部
へ

３
会
場
で
学
習
会

県議会議員同席のもと
　県への要請行動を実施

広島国税局へ交渉

保険証の
年度更新に
ついて

中国地方協議会
中
建
国
保
か
ら

届
い
て
い
る
も
の
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パ
ノ
ラ
マ
は
県
下
一
と

い
え
る
。
山
頂
付
近
は
、

チ
マ
キ
ザ
サ
に
覆
わ
れ

女
性
的
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
風
が
吹
い
て
い
る
。

　

現
在
は
山
口
市
の「
十

種
ケ
峰
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
ど
う
も
し
っ

く
り
こ
な
い
の
は
私
だ

け
な
の
か
？
昭
和
の
時

代
に
は
、
こ
の
山
は
県

内
唯
一
の
ス
キ
ー
場
で

あ
っ
た
が
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
な
の
か
、
雪

不
足
で
殆
ど
ス
キ
ー
は

で
き
な
い
状
態
だ
。
標

高
は
９
８
９
．
２
ｍ
だ

が
頂
上
の
３
６
０
度
の

植
物
も
種
類
が
多
く
、

珍
し
い
花
が
人
気
を
集

め
て
い
る
。

　

近
年
は
、
神
角
（
こ

う
ぞ
の
）
集
落
か
ら
の

登
山
靴

6

久光　義秋（光・大工 66）

登
山
道
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
が
始
ま
る

と
県
内
外
の
ハ
イ
カ
ー

の
行
列
が
で
き
る
。
こ

の
行
列
の
お
目
当
て
は
、

８
合
目
辺
り
の
谷
を
埋

め
尽
く
す
「
ヤ
マ
シ
ャ

ク
ヤ
ク
」
だ
。
群
生
の

花
が
一
斉
に
咲
く
光
景

が
評
判
を
呼
び
、
十
種

ケ
峰
の
名
は
一
気
に
有

名
に
な
っ
た
。
確
か
に

谷
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

の
自
生
地
は
、
他
で
は

出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

咲
き
始
め
て
１
週
間

で
散
り
終
わ
る
儚
い
白

い
花
び
ら
を
見
ら
れ
る

チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
年
が

多
い
。
登
山
道
が
沢
沿

い
に
作
ら
れ
渡
渉
箇
所

も
あ
る
為
、
普
段
は
涸

沢
だ
が
雨
が
続
け
ば
危

険
な
悪
沢
に
変
わ
る
。

雨
の
日
の
登
山
は
避
け

る
べ
し
！
こ
の
時
期
は
、

登
り
と
下
り
は
別
ル
ー

ト
が
整
備
さ
れ
、「
ヤ
マ

シ
ャ
ク
ヤ
ク
」
を
守
る

た
め
の
地
元
の
有
志
の

方
々
の
努
力
に
感
謝
し

た
い
。

　

い
つ
ま
で
も
野
草
の

宝
庫
の
峰
を
残
し
た
い

で
す
ね
。
春
に
山
頂
で

お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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県下の麗峰 十種ヶ峰
（山口市）

鹿野方面から見た十種ヶ峰

脚立単体では足場に該当しないが、
足場板を掛け渡すと足場に該当

春
の
拡
大
月
間
ス
タ
ー
ト

支部 平成 28 年１月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 84 − 4
阿　武 22 − 8
岩　国 1,629 52
宇　部 1,627 37
小野田 558 22
吉　南 931 6
下　松 918 96
熊毛南 262 0
下　関 1,305 − 30
徳　山 729 10
豊　浦 167 3
長　門 201 − 6
萩 188 3
光 240 5
防　府 866 17
見　島 0 − 3
美　祢 181 1
山　口 1,033 25
柳　井 397 6

計 11,338人 232

　

国
土
交
通
省
は
１
月

20
日
、
平
成
28
年
２
月

か
ら
適
用
す
る
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
を
公

表
。
全
49
職
種
の
全
国

平
均
単
価
は
、５
年
連
続

で
上
昇
し
、１
万
７
７
０
４

円
（
前
年
比
４
・９
％
増
、

平
成
24
年
度
比
34
・
７
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

単
価
設
定
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
①
最
近
の
労
働

市
場
の
実
勢
価
格
を
適

切
・
敏
速
に
反
映
②
社
会

保
険
へ
の
加
入
徹
底
の
観

点
か
ら
、
必
要
な
法
定
福

利
費
相
当
額
を
反
映
（
継

続
）
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

主
要
17
職
種
に
お
け
る

山
口
県
の
平
成
28
年
２
月

か
ら
の
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
、
左
表
の
と
お

り
、
大
工
が
２
万
１
０
０

円
（
前
年
度
比
１
０
０
０

円
増
）、
左
官
が
１
万

８
７
０
０
円
（
前
年
度
比

９
０
０
円
増
）、
と
び
工
が

２
万
４
０
０
円
（
前
年
度

比
１
０
０
０
円
増
）、
型

枠
工
が
１
万
８
８
０
０
円

（
前
年
度
比
９
０
０
円
増
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
引
き

上
げ
ら
れ
た
設
計
労
務
単

価
が
現
場
の
末
端
ま
で
行

き
渡
る
よ
う
、
今
後
も
県

下
自
治
体
要
請
行
動
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
足

場
を
安
全
に
使
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
足
場
に
関

す
る
墜
落
防
止
措
置
な
ど

を
定
め
る
労
働
安
全
衛
生

規
則
を
改
正
し
、
平
成
27

年
７
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
改
正
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
紙
面

で
何
度
も
掲
載
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
一
度
、
注
意

点
等
を
掲
載
し
ま
す
。

　

  

◇
◇
◇　

◇
◇
◇ 　

　

特
別
教
育
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
特
別
教
育

は
、
３
時
間
コ
ー
ス
と
６

時
間
コ
ー
ス
が
あ
り
、
平

成
27
年
７
月
１
日
以
前
に

足
場
の
組
立
て
等
の
業
務

に
現
に
従
事
し
て
い
た
方

は
３
時
間
コ
ー
ス
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
特
別
教
育
は
、
２

年
間
の
猶
予
が
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
平
成
29
年

６
月
30
日
ま
で
に
受
講
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
の
注
意
点
は
次

の
通
り
で
す
。

　
　
　
　

 

・
特
別
教
育
に
関
し
て
は
、

足
場
の
高
さ
の
基
準
は
設

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
脚
立
、
移
動
は
し
ご
及

び
作
業
台
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
単
体
で
使
用
す
る

場
合
は
足
場
に
該
当
し
ま

せ
ん
が
、
右
図
の
よ
う
に

脚
立
を
支
持
物
と
し
て
足

場
板
を
掛
け
渡
す
場
合
は

足
場
に
該
当
し
ま
す
。

注　

意　

点

父
親
の
背
中
を
見
て

長
男
が
工
務
店
に
就
職

　
　

吉
南　

中
村　

敏
恵

　
　
　
　
　
（
主　

婦
）

　

今
年
、
長
男
が
工
務
店

に
就
職
し
ま
し
た
。

　

父
親
と
同
じ
仕
事
を
選

ん
だ
子
供
は
、
ず
っ
と
父

親
の
背
中
を
見
て
く
れ
て

い
た
の
だ
な
と
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
、
３
月
か
ら
６

月
を
「
春
の
拡
大
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
？
未
加
入
の

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中
建

国
保
・
労
災
保
険
・
税
金

相
談
・
各
種
共
済
制
度
等
）

を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
を
組
合
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
員
お
よ
び
家
族
の

皆
さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向

け
た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
47
年
２
月
に
結
成

さ
れ
た
見
島
支
部
。
一
番

多
い
時
に
は
16
人
の
組
合

員
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
昨
年
12
月
末
を
も
っ

て
、
残
ら
れ
て
い
た
３
人

の
組
合
員
さ
ん
全
員
が
脱

退
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
建

設
山
口
は
実
質
18
支
部
と

な
り
ま
し
た
。

　

高
知
に
住
む
長
男
の
奥

さ
ん
に
「
大
丈
夫
？
」
と

メ
ー
ル
す
る
と
、「
こ
ち

ら
は
晴
れ
て
い
ま
す
」
と
。

同
じ
西
日
本
で
も
随
分
違

う
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

先
日
の
大
雪

人
生
で
一
番
の
大
雪

宇
部　

中　

睦
子

（
主　

婦
）

　

先
日
の
大
寒
波
は
、
私

の
人
生
で
一
番
の
大
雪
。

ガ
ン
治
療
３
年

中
建
国
保
は
助
か
り
ま
す

　
　
　

豊
浦　

古
澤　

健

　
　
　
　
　
（
大　

工
）

　

ガ
ン
治
療
は
３
年
に
な

り
ま
す
。

　

中
建
国
保
は
本
当
に
助

か
り
ま
す
。
仕
事
は
長
男

に
任
せ
、
作
業
は
少
な
め

に
し
、
趣
味
の
野
菜
作
り

を
し
な
が
ら
健
康
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
　

山
口　

石
丸　

聖
衣

　
　
　
　
　
　
（
と　

び
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
っ
て
き
た
の
で
、
我
が

家
で
は
う
が
い
＆
手
洗
い

は
も
ち
ろ
ん
一
日
中
マ
ス

ク
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
魚
と
野
菜
を
多
く

取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
15
日
を
も
っ
て
、

奈
良
事
務
局
長
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
４
月
の
入

局
以
来
、
様
々
な
専
門

部
を
担
当
さ
れ
、
平
成

24
年
10
月
か
ら
は
事
務

局
長
と
し
て
事
務
局
を

引
っ
張
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

約
34
年
間
の
勤
務
、

長
い
間
た
い
へ
ん
御
苦

労
様
で
し
た
。

花束を受けとる奈良さん（右）

脚立足場も特別教育の対象

足場に関する改正
特別教育を義務化

奈
良
事
務
局
長
が
退
職

見
島
の
３
人
脱
退

５
年
連
続
で
上
昇

全
国
平
均
で

　
前
年
比
４・
９
％
増

公 共 工 事

設計労務単価職　種 山　口　県
Ｈ27.2 Ｈ28.2 増加額

1 大　工 19,000 20,100 1,000

2 左　官 17,800 18,700 900

3 とび工 19,400 20,400 1,000

4 型枠工 17,900 18,800 900

5 鉄筋工 18,600 19,600 1,000

6 鉄骨工 17,800 18,700 900

7 電　工 16,900 17,400 500

8 配管工 17,100 17,100 0

9 板金工 18,800 19,800 1,000

10 塗装工 17,000 17,900 900

11 内装工 19,100 20,100 1,000

12 サッシ工 18,500 18,400 –100

13 ガラス工 18,200 19,200 1,000

14 タイル工 17,900 18,400 500

15 溶接工 18,600 19,600 1,000

16 建具工 15,600 16,400 800

17 造園工 16,600 16,800 200
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阿東　折口　大介
（表具・38）

初
詣
で

思
っ
た
こ
と

折口さん

 「今年は運動をしよう。」
　正月に太鼓谷稲成神社に初詣
に行った時にそう思いました。
　高校生の時、野球をしていた頃は
毎日のように神社の階段を３～４往
復走らされていたのですが、久しぶ
りにこの長い階段を登ってみるとこ
んなに長かったかというのと、自分
の体力のなさにびっくりしました。
　卒業して20年も経つので、体力
がおちるのは当たり前なのですが、

なんとなくショックでした。
　自宅に帰ってから早速、ラン

ニングシューズとトレーニングウェ
アを買いに行きました。
　時間がある時と無い時があるの
で、毎日とはいきませんが家のまわ
りを走っています。
　始めたばかりなのでそんなに距離
を走りませんが、少しずつのばして
いけたらと思っています。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
の
順
に
並
べ
変
え

て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
魚
を
よ
せ
集
め
る
漁
船

の
灯
り
。
○
○
○
火
。

③
巌
流
島
の
決
戦
。
○
○

○
小
次
郎
。

⑤
ラ
イ
オ
ン
の
別
称
。
ま

た
は
、
ラ
イ
オ
ン
に
似

た
伝
説
上
の
生
物
。

⑥
時
の
単
位
。
一
年
間
。

⑦
雨
の
日
に
は
必
要
で
す
。

⑨
担
任
。
担
当
。

⑪
綿
の
果
実
か
ら
つ
む
い

だ
繊
維
の
柔
ら
か
な
か

た
ま
り
。

⑬
地
中
か
ら
水
を
く
み
あ

げ
る
た
め
の
滑
車
。

⑮
よ
く
火
に
耐
え
る
。
○

○
○
レ
ン
ガ
。

⑰
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
○
○

○
人
。

⑱
○
○
の
上
に
も
３
年
。

⑳
お
ろ
か
な
こ
と
、
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
意
見
。

㉒
亀
田
３
兄
弟
と
い
え
ば
。

㉕
前
歯
の
両
脇
に
あ
る
、

大
き
く
す
る
ど
い
歯
。

㉖
く
ぎ
り
。乗
車
○
○
○
。

㉗
中
国
の
王
朝
。
滅
び
た

後
は
清
に
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
岩
手
県
出
身
の
歌
人
、

詩
人
。「
悲
し
き
玩
具
」。

②
一
対
一
で
勝
負
。

③
元
に
戻
す
こ
と
。
裁
判

の
○
○
○
○
○
。

④
そ
の
国
の
国
民
に
な
る

事
。日
本
に
○
○
す
る
。

⑥
時
刻
を
示
す
も
の
。

⑧
今
の
鹿
児
島
県
。昔
は
。

⑩
食
い
違
う
。
ど
う
も
、

○
○
○
○
だ
な
あ
。

⑫
祝
い
事
に
は
こ
の
魚
。

⑭
次
々
に
積
み
重
な
る
事
。

⑯
改
め
新
し
く
す
る
。
大

化
の
○
○
○
○
。

⑲
表
現
さ
れ
た
も
の
が
現

実
の
様
子
と
そ
っ
く
り

に
見
え
る
こ
と
。
○
○

に
せ
ま
る
。

㉑
歌
。
こ
の
大
空
に
広

げ
る
も
の
は
。

㉓
玖
珂
は
、
く
が
。
久
賀

は
な
ん
と
読
む
？

㉔
小
型
の
木
の
実
。
赤
く

熟
し
た
実
は
食
べ
ら
れ

ま
す
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
４
月
11
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

D

F
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65

お食事処 しょうぶ
住 所：熊毛郡平生町大野南 120–4
　　　　　   （平生小近く）
営業時間：11:30 〜 13:00（L.O）
　　　　　17:00 〜 21:00（L.O）
T E L：0820 −56 −2277
定休日：水曜日

広
々
と
し
た
居
心
地
の
い
い
空
間

お
す
す
め
は
“
日
替
り
定
食
”

　

愛
車
、
愛
妻
、
愛
娘
、

愛
犬
・
・
・
。
人
そ
れ
ぞ

れ
に
「
愛
○
」
の
○
に
は

色
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
、「
愛
○
」
の

○
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
建
設
山

口
教
育
宣
伝
部
ま
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お昼の時間には多くの人で賑わう

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
271
号
解
答
◇

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
布
野

和
子
【
吉
南
】
橋
本
恵
子

【
下
松
】
松
本
慎
吾
【
熊
毛

南
】
田
熊
壮
一
郎
【
下
関
】

石
井
雅
彦
【
徳
山
】
樋
野

正
隆
・
下
地
隆
行
【
豊
浦
】

小
森
秀
行
【
防
府
】
山
根

昇
治
【
山
口
】
河
﨑
浩
子  

 

（
応
募
総
数
65
）

　
【
熊
毛
南
・
脇
村
克
則

（
畳
工
・
62
）】
早
朝
よ
り

店
主
自
ら
魚
市
場
に
出
向

い
て
目
に
か
な
う
魚
だ
け

を
直
接
仕
入
れ
て
く
る
こ

だ
わ
り
の
あ
る
お
店
で
す
。

　

平
生
町
の
静
か
な
場
所

に
あ
り
ま
す
が
、
お
昼
の

定
食
の
時
間
と
な
る
と
急

に
人
が
集
ま
り
大
変
賑
わ

い
ま
す
。

　

と
に
か
く
ボ
リ
ュ
ー
ム

た
っ
ぷ
り
で
美
味
し
く
て
、

し
か
も
安
く
雰
囲
気
も
よ

い
。
席
と
席
の
間
が
他
に

な
い
く
ら
い
広
く
取
っ
て

あ
り
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

と
一
緒
で
も
周
り
に
気
兼

ね
な
く
過
ご
せ
ま
す
。
各

種
お
部
屋
も
あ
り
ま
す

（
要
相
談
）。

　

ち
な
み
に
一
押
し
の
お

昼
の
定
食
は
、
日
替
り
定

食
し
ょ
う
ぶ
（
１
２
０
０

円
）
で
握
り
寿
司
か
、
ち

ら
し
寿
司
を
選
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
す
。
寿
司
定
食

し
ょ
う
ぶ（
１
１
０
０
円
）

も
お
す
す
め
で
す
。
い
ず

れ
も
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
付

き
で
、
得
し
た
気
分
で
満

腹
に
な
り
ま
す
。

　

人
気
の
日
替
り
定
食
や

鳥
唐
揚
げ
定
食
は
、
食
後

の
コ
ー
ヒ
ー
付
き
で

８
８
０
円
に
設
定
さ
れ
て

お
り
、
一
度
に
満
腹
・
満

足
を
味
わ
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、
肉
料
理
な
ど

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、

お
子
様
か
ら
、
お
年
寄
り

ま
で
、
ご
家
族
み
ん
な
で

美
味
し
い
お
食
事
を
し
て
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
せ
る
空
間
で
す
。

　

是
非「
お
い
で
ま
せ
!!
」

作・斉藤達夫

明るいニュース

あ
い
か
わ
ら
ず

政
治
家
の
汚
職

有
名
人
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

気
が
滅
入
る
の
う

喜
べ
る

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は

な
い
の
ん
か

何
っ

本
当
か
？

し
か
し

「
ス
キ
ヤ
キ
」程
度
で

喜
べ
る
自
分
が

•
•
•
•

今
夜
は
久
々
に

「
ス
キ
ヤ
キ
」だ
っ
て

•
•
•
•

情
け
な
く

さ
ら
に

気
が
滅
入
る
わ
い

横
行
す
る
サ
ギ
や

凶
悪
犯
罪
…

木造建築科

訓練生募集中
平成28年度

　平成28年度の山口建設高等職
業訓練校の訓練生を募集します。
募集対象／建築（大工）を職業
として働いておられる方で、技
能習得に意欲のある方。男女不
問、 （原則40歳未満の方で、本人

が「雇用保険被保険者」または
「一人親方の労災保険特別加入
者」。
訓練期間／２カ年
教　　室／山口本校（山口市内：
建設山口本部会館内）

訓 練 日／毎週水曜日（４月下
旬開校）の９：00～17：00
訓練課程／普通訓練課程
特　　典／授業料・教科書・教
材無料、昼食支給。２年間の訓
練を終了し、技能照査に合格し

た者は、２級技能検定（大工工
事作業）の学科試験免除。
締　　切／平成28年３月中旬
問い合せ／建設山口本部、また
は建設山口各支部へ

愛
○
の
原
稿
募
集


